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蘇
芳
集
同
人
の
渡
邊
朔
郎
さ
ん
が
三
月
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
八
歳
。〈
よ
く

晴
れ
て
師
走
の
今
日
の
暮
れ
に
け
り　

朔
郎
〉。
平
成
三
十
年
三
月
以
降
は
作
品
は
発
表
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
西
東
京
栞
の
会
に
は
暫
く
参
加
さ
れ
て
い
た
。
長
年
「
朝
」
同
人
会

幹
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た
「
栞
」
創
刊
の
際
に
も
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
あ

る
。
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　

顧
み
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
の
「
栞
」
創
刊
で
あ
っ
た
。
五
年
前
の
四
月
一
日

創
刊
号
を
手
に
し
た
時
の
感
激
を
胸
に
今
回
の
記
念
祝
賀
大
会
に
臨
み
た
い
。


